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					注文住宅に関する役立つ情報をご紹介していますが、そもそも注文住宅とはどのような住宅になるのかご存知でしょうか。工務店やハウスメーカーなどに依頼することで、家の設計から施工まで一貫して行ってくれます。しかし、ハウスメーカーなどの場合は間取りプランやいくつかの建築プランが用意されていて、その中からライフスタイルや好みに合わせて選ぶやり方になっていたり、工務店などの場合は完全オーダーメイドの家づくりができるなど依頼先により注文住宅の考え方も変わります。
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					あなたにふさわしいのはどっち？注文住宅と建売住宅を比較してニーズや適性を理解しよう！

					家づくりをするとき、注文住宅にすべきかそれとも完成している建て売り住宅にすべきか、このような悩みを抱える人も多いのではないでしょうか。そもそもマイホームは生涯の中で最も高額な買い物になる商品ですから、値段が安いからお得といった感覚で購入できるものではありません。注文住宅がどのような家づくりになるのか、どのような人に向いているのか、これを知った上で自分がそれに当てはまるのか判断する、それぞれを比較してニーズおよび適性を理解することが大切です。

ちなみに、建て売り住宅の場合は家と土地がセットになっていて販売価格はこれらを合計した金額になります。これは、その金額を見て購入できる家であるのか否かの判断ができるメリットに繋がって来ます。これに対して注文住宅の場合はそれぞれ住宅と土地をそれぞれ個別に考えなければなりませんので、全体的な予算から土地と建物それぞれにかけることができる割合を決めなければなりません。

					

					意外と大事な家づくりのタイミング！注文住宅を建てる時期を決めるポイント

					注文住宅の建設にはある程度時間がかかるので、計画的に行うのが大切となります。スムーズに建設を進めていくには、時期を考慮する必要もあります。注文住宅の建築工事に大きな影響を与えるのが気候条件です。天候の制約があるのが屋外作業なので、季節を考慮するのが重要となります。そのため梅雨の時期や極端に暑い季節や寒い季節を避けるのも大切となります。建築会社のスケジュールを意識するのも大切で、需要が高い季節は工事までの待ち時間が生じることもあります。こうしたことを避けるために、建築会社と打ち合わせをして、スケジュール調整を上手く行うのが重要です。資金を用意する時間を想定するのも、予定通り注文住宅を建てる上で必要となります。住宅ローンを活用する場合は、そのための手続きの時間を想定するのが大切です。注文住宅の建築には契約が必要となり、そのための時間も十分に想定することが、予定通り住まいを建てることに繋がります。

					

					注文住宅を建てる年齢層のボリュームゾーンは？そうなる理由は何？

					注文住宅を新築するタイミングが掴めなくて、なかなか一歩が踏み出せない、こんな方もいるのではないでしょうか。注文住宅を希望する動機は人それぞれですが、実際に家を建てた人の年齢層やその理由を理解することで、自分が建てるタイミングの判断に役立てることが可能です。まず公的機関による2021年度の調査によると、新たに家を建てた年齢層のボリュームゾーンは、30代から40代に集中していることが判明しています。そうなる理由は幾つか考えられますが、そのうち最も有力なのが、子どもを出産したタイミング、またはこれから出産する予定があることです。すなわち、このような重大なライフイベントをきっかけとして、新居を構えたいという動機が働くと考えられます。また実際に子育てするにあたって、住まいの規模や間取りを具体的にイメージできることも、大きな理由でしょう。もう1つ注目したいのが、住宅ローンの完済から逆算した結果であること。住宅ローンの平均的な返済期間は約30年以上であり、サラリーマンであればちょうど定年退職する年齢。ここから逆算すると、30代から40代のうちに家を建てるのが、最適なタイミングと考えるようです。

					

					どんな家にしたい？理想の注文住宅を実現するためのイメージづくりのコツ

					理想の注文住宅を実現するためには、イメージづくりが非常に重要です。ライフスタイルを考慮する:注文住宅は自分たちの生活スタイルに合わせて設計できるため、まずは自分たちのライフスタイルを考慮すること大切になります。家族構成や趣味、日常の習慣などを考えながらどのような空間が必要かを明確することです。リサーチを行ったりインテリア雑誌やウェブサイト、SNSなどを活用して、注文住宅のデザインや内装のトレンドをリサーチしましょう。自分たちの好みや理想のスタイルに近い要素を見つけることができるのです。画像や図面を集める:理想の注文住宅のイメージを具体化するために写真や図面を集めることがコツとなります。建築家やデザイナーに具体的なイメージを伝えるために役立つのです。コミュニケーションを重視する:建築家やデザイナーとのコミュニケーションを重視し、自分たちの希望や要望をしっかりと伝え、共有することでイメージを具体化することができます。
Regenerate response

                    
                    

					採光性に優れた注文住宅のメリットとは？デメリットも一緒に教えます！

					これから一戸建てをハウスメーカーや工務店にお願いしたい人で、満足度の高い注文住宅を造る場合には、採光性を重視することもポイントになっています。注文住宅とはその名の通り、自分の理想とする住宅を造ることになり、より暮らしを重視した周りの環境に配慮した家づくりができるので、建売りとの違いが明白です。採光性とは部屋の中に自然な光が注がれるように窓を設置することで、より暮らしが安定して精神的にもリラックスできる効果が期待できます。常に太陽光を住宅内に取り入れることができるために、寒い時期などは暖房費の節約にもなっているので、エネルギーや環境にも優しい家です。また隣の住宅との位置関係において、窓を設置したくない場所を特定できるために、自由に設定できることもメリットです。窓の位置は風通しにも大きな影響を及ぼすので、しっかりと話し合って注文住宅では決めていきたい項目の一つといえます。自由度が高いので、専門家からアドバイスをもらうのもひとつの方法です。


					

					意外と忘れやすい注文住宅の風通し！そのメリットや間取りの工夫とは？

					注文住宅において、風通しを意識することは重要ですが、意外と忘れられがちな要素です。

良好な風通しは、室内の湿気や汚れを排出し新鮮な空気を取り入れます。室内の空気がより快適に保たれ、清潔で健康的な環境を維持できます。

注文住宅を建てる時には適切な場所を確保することで、自然の風を利用して室内を冷却したり換気したりすることで、冷暖房装置の使用を減らし省エネ効果を実現する工夫をすることです。

風の通り道を確保するために、窓やドアの位置を戦略的に配置するようにしましょう。風の通り道となる側面や角度に開口部を設けることで、風の流れを促進します。

ウィンドウの形状や大きさを工夫することで、風の取り入れ方をコントロールできるのです。大きな開口部や上部に配置された開き窓は、自然な風の流れを促進し効果的な換気を実現します。

中庭や吹抜けを取り入れることで、風の通り道を確保することができるのです。開放的な空間が風を導き、建物全体に風を循環させる効果があります。

建物周辺の建物や樹木などの位置や高さを考慮し、風が遮られることで通風効果が低下する可能性があるため遮蔽物を適切に配置することが重要です。








Regenerate response


					

					注文住宅の玄関には引き戸と開き戸どちらが最適？それぞれの特徴をチェック！

					注文住宅の玄関には引き戸と開き戸のどちらが最適かは、好みや用途によって異なるのです。

引き戸は開き戸と比較して開けたときにスペースを取らないため、狭い玄関スペースでも使いやすい特徴があります。

スタイリッシュなデザイン:引き戸はスライドする仕組みを持っているため、シンプルでスタイリッシュなデザインが可能です。

引き戸はスライドするだけなので、開け閉めが簡単で軽い力で操作できます。高齢者や身体的制約のある方にとっては便利です。

開き戸の特徴は、自然な通風:開き戸は両開きの構造を持っているため、広い開口部から自然な風の通り道を作り出します。

開き戸は引き戸と比較して、非常時により簡単に開けることができる特徴がありますので、災害時には有効的です。火災や災害時には迅速に避難するための安全性が高くなります。

開き戸のヒンジや取り付け部品は一般的に頑丈で、修理やメンテナンスが比較的容易です。長期的な耐久性を重視する方に適しています。

注文住宅で建てる時の選ぶ時のポイントは、スペースやレイアウトによって引き戸か開き戸かを選ぶことが重要です。スペースの制約がある場合は引き戸が適しています。


					

					木造の注文住宅ならやっぱり在来工法！その特徴やメリットそしてデメリットも紹介！

					住宅を建てる場合に重要とされているのがハウスメーカーや工務店選びですが、それと同じくらい考えないといけないのは工法の決め方です。特に注文住宅ではどのように造るのか、知識として持っているとわかりやすくなります。

注文住宅では在来工法というのがあり、広いリビングを目的としたり採光性を重視する場合には、取り入れたほうがいい工法です。また吹き抜けの場所を造りたいケースや、ハイドアを注文するにも最適な方法になっています。昔から使われている後方になりますが、今では常に進化してきているので現代バージョンにアレンジされているのも特長といえます。

柱と梁で建物を支える工法になっているので、基本的な造りは簡単に見えますが、早期に住宅の基礎が出来上がるので屋根を設置するまでに早いです。屋根ができると雨などで資材を傷めることなくなるので、しっかりと内部を保護して長期的な建設が可能になります。デメリットでは費用面で高いことや工期長いことなどもあります。


					

					注文住宅をツーバイフォー工法で建てたい！その場合に注意すべきことは？

					ツーバイフォー工法は、大気が非常に乾燥していてとてつもなく寒い北アメリカやカナダなどで多く建築されている住宅であり、高断熱・高気密かつ地震に強いとしてバブル経済期から急激に注文住宅で増加した建築工法です。日本の住宅の大部分を占めていた在来工法は、マッチ棒で形作った立方体に例えられてマッチ箱に例えられる2×4に比べて耐震性能が低いとされ、2×4は地震の多い日本に普及していきました。しかし、日本は、カナダや北アメリカと違って乾燥した寒い冬だけでなくジメジメとした梅雨や暑い夏など四季があり、乾燥した大気に適している2×4は、高気密故に大気の湿度だけでなく屋内で発生した湿度のコントロールが出来ず、壁内の断熱材が過度の湿気で重くなって落下し、カビを発せさせて住宅の躯体を腐敗させてしまう事が多くありました。在来工法は、隙間風や聚楽塗りの壁・天然素材が湿気をコントロールしていましたが、高気密・高断熱の2×4は湿度のコントロールができません。もし、注文住宅をツーバイフォー工法で建築するなら、日当たりや風通しなど湿気のコントロールに注意する必要があります。

                    
                    

					注文住宅には床暖房を完備したい？そのメリットや注意点を教えます！

					注文住宅に床暖房を完備することは、快適な室内環境を実現するための一つの選択肢です。

床全体から温かさを放射するため、足元から体全体が均等に暖まります。床面からの温かさは心地よく、冷えやすい季節や寒冷地で特に効果的です。

暖房時に空気を乾燥させにくい特徴があります。暖房器具が室内の湿度を奪わず、適度な湿度を保ちながら暖めることができます。

床面積から放射熱を得るため、熱のロスが少なく効率的に暖めることができるのです。暖房コストを節約できる場合があります。

壁や天井に比べて床面積を利用するため、家具の配置やインテリアデザインに制約が少なくなるのです。床面が暖かいため、床に座ることや子供が遊ぶことも快適性があるのです。

床の構造や断熱材、床材の選定によって効果が異なるため、設計段階での適切な計画と施工が重要となります。

床材の熱伝導率や断熱性を考慮する必要があります。床材の選定には専門家のアドバイスを仰ぎましょう。

長時間連続で使用すると、体への熱の負荷や体温調節への影響がある場合があります。注文住宅に住む時には床暖房を長時間使用する際には十分な換気や適切な温度管理には注意するといいです。

					

					三階建ての注文住宅ならではのメリットやデメリットとは？

					三階建ての注文住宅にはさまざまなメリットとデメリットがあります。メリットはまず広々としたスペースが挙げられます。建物の縦のスペースを有効活用できます。家族構成や用途に合わせて、各階を使い分けることができます。たとえば、一階をリビングやダイニングに、二階を寝室に、三階を書斎やゲストルームにするなど、柔軟な間取りが可能です。また眺望が良く周囲の景色を楽しむことができるかもしれません。
一方、デメリットは階段の利用が必要となる点が挙げられます。上階への移動には階段を利用する必要がありますので、足腰の弱い方や高齢者にとっては負担になる可能性があります。階段の掃除やメンテナンスも必要となります。
注文住宅の面積が広くなるため、建設費や維持費が高くなるというデメリットもあります。三階建ての建物は、地盤や構造に対する要件も厳しくなりますので、建築コストが増える可能性があります。エアコンや暖房などの設備も必要となりますので、光熱費も増えるかもしれません。

					

					ナチュラルデザインの住まいには魅力やメリットが沢山！注文住宅で実現するための工夫

					ナチュラルデザインの注文住宅には魅力やメリットが沢山あります。その魅力は自然の美しさや心地良さを取り入れた空間にあります。注文住宅でナチュラルデザインを実現するためには、以下の工夫がみられるのです。
素材の選択にこだわります。自然素材を使うことで、室内外の一体感や温かみを演出します。木材や石材などの自然素材は、経年変化や風合いが楽しめるため、住まいに味わい深さを与えます。
次に自然光の取り入れ方に注目します。大きな窓やスカイライトを設けることで、室内に明るさや開放感をもたらします。風通しの良い間取りや、室内外を繋ぐデッキやテラスなども取り入れることで、自然との一体感を高めます。
植物や自然の要素を取り入れます。室内にグリーンを配置することで、心地よい空気や癒しを感じることができます。また、庭やガーデンスペースを設けることで、季節の移ろいや自然の景色を楽しむことができます。
環境に配慮した設備や工夫も重要です。太陽光発電や断熱材の使用、省エネ設備の導入など、エコな住まいづくりに取り組むことが求められます。これにより、省エネ効果や環境への負荷軽減を実現できます。

					

					注文住宅は長期優良住宅で！認定されるとどんなメリットがある？

					注文住宅が長期優良住宅（LTH）として認定されるとさまざまなメリットがあります。高い品質基準を満たしていることが保証されています。建築基準や耐震性、断熱性、耐久性など、建物の各部位において優れた性能が求められます。将来的にも安定した住環境を提供することが期待されます。
LTHは省エネルギー性にも優れています。断熱材や高性能な建材の使用、効率的な設備機器の導入などが行われており、住宅のエネルギー効率が向上します。冷暖房費の節約や二酸化炭素の排出削減に貢献することができます。
LTHは住宅ローンの金利優遇措置を受けることができます。金利優遇は、住宅購入の際の負担を軽減する効果があります。このため長期的な住宅資金計画を立てる際には、認定がお得です。
注文住宅がLTHの認定を受けることで、将来的な再販価値も高まる可能性があります。品質が高く、省エネルギー性に優れているため、需要が高まる傾向があります。将来的に買い手がつきやすくなり、査定価格が上昇する可能性があるでしょう。

					

					パッシブデザインの注文住宅とは何か？その特徴について紹介します！

					パッシブデザインの注文住宅は、建物の設計や配置によって自然のエネルギー効率を最大限に活用し、快適な居住空間を提供する住宅のことを指します。
断熱性能の向上が挙げられます。パッシブデザインの注文住宅では、厳密な断熱材の選択や断熱構造の最適化などにより、外部の気温変化から室内を遮断し、快適な温度環境を維持します。冷暖房機器の使用を最小限に抑えることができ、省エネルギー化を実現します。
遮熱性の向上があります。遮熱性の高い窓や遮熱塗料を使用することで、夏の日差しを適切にカットし、室内の熱の侵入を抑えます。冷房負荷を軽減し、室内の快適さを維持します。
自然換気システムの導入も特徴の一つです。適切な窓の配置や通風ルートの設計により、風の流れを活用して室内の空気を入れ替えます。室内の空気の新鮮さを保ちながら、エアコンや換気扇の使用を最小限に抑えることができます。
日射利用も重要な要素です。日射を最大限に取り込むための適切な窓の配置やサンルームの設置などで、自然光の利用を最大化します。室内の明るさを確保し、照明器具の使用を削減することができます。
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					こちらのサイトは、これからマイホームを購入したいできれば新築一戸建てが良いと考えている人の中でオーダーメイドの家づくりに興味を抱いている人に向けたお役立ち情報をご紹介しています。オーダーメイドの家づくりは、いわゆる注文住宅と呼ばれているものですが、言葉は知っているけれど具体的にどのような家づくりになるのか分からない人も多いといえましょう。家を建てるためには慎重に予算を決める必要がありますが、その理由や手を抜いたらどうなるのか、土地代はどのくらい必要になるのか、全国平均や都市県別にご紹介します。
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